「神様が愛する人」　ヨシュア2：11     2008年7月13日　夏休み家族礼拝
1． カニタロー「パパ、聖書について聞きたいことがあるんだけど・・・」

パパ　「カニタロー、何だい？ 何でもパパに聞いてごらん」

　　カニタロー「あのさパパ、神様はどんな人のことを愛してくれるのかなあ？」

2． カニタロー「やっぱり、ガリ･ベンタローくんのように頭のいい人のことを神様は愛して

おられるのかなあ・・・」

　

　　　　パパ　「もちろん神様はガリ･ベンタローくんのことを愛しているよ。

でも、頭がいい人とか、そんなことは関係ないんだよ。」

　

3． カニタロー「じゃあパパ、勉強しないノン･ビリオくんのことも、神様は愛してるの？」

　　　パパ　　「もちろんさ。勉強はちょっとはした方がいいと思うけど･･･

でもそれに関係なく、神様は愛してくださるお方なんだよ。」

4． カニタロー「でもパパ、まさかケショウ･アツコちゃんのことは、神様は嫌いだよね？

　　　　　　　だって、ちょっと化粧が厚すぎるよ･･･」

　　　パパ　　「そんなの関係ないさ。化粧が大好きな子も、そうでない子も、神様は差別

なんてしないんだよ。」

5． カニタロー「でもパパ、さすがの神様も、タイド･ワルオくんのことは好きじゃないでしょ？

　　　　　　　だって、あまりにも態度が悪すぎるよ」

　　　パパ　　「いや、そんなの関係ないよ。もちろん、神様を知ったら、もうちょっと真面目になって欲しいけどね。でも、神様の愛はそういうことに関係なく、いつでも
　　　　　　　誰にでも降り注いでいるんだよ。」

6． カニタロー「え～!? それじゃ、神様の愛って限りがないって言うの!? 」
7． パパ「そうさ、その通りさ。神様の愛は、誰に対しても、たっぷり降り注いでいるんだよ。

　　　　だからカニタロー、私たちはもっともっと神様に感謝しなければいけないんだよ。

　　　　神様はいつでも誰のことでも、変わらずに愛してくださるんだ。私たちも神様のことを、心から愛していこうね。

カニタロー「うんパパ、よ～っく分かったよ。ボク、もっともっとイエス様のことが大好きになったよ！」

8． 「主は、上は天、下は地において神であられるからです。」　ヨシュア２：１１
　これは、聖書の神様を心から愛しましょうという、そういう意味です。

神様は私たち一人一人のことを愛していてくださいます。ですから私たちも、まことの神様を心から愛しましょう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おしまい。

